


-九州、|のクロスロード久留米

久留米市は筑後平野の中心部に位置し、北は二日市地|峡帯、西は有明海および筑後川、

東は日田盆地、南は有明海沿岸沿いから通ずるルート上にあることから、古来より人

とモノと情報が往来する交通の要衝として繁栄してきました。そのことは、市内各地か

ら出土した多くの遺物によって裏付けられます。

今回の考古資料展では、日本の禁明期でもある縄文・弥生時代に焦点をあて、久留米

にやって来たモノから先人たちのネットワークを紐解いてみましょう。

-地域聞の交流-縄文時代

縄文時代前期~中期にかけて、久留米は西九州一帯に広がる土器文化圏に属していま

した。中期に流行した阿高式土器は朝鮮半島にまで分布しています。 一方で瀬戸内地方

に多く分布する船元式土器なども出土することから、他地域との交流もあったことがわ

かります。

後期になると、瀬戸内からの影響が顕著となり、磨消縄文系の土器が九州全域に広が

っていきます。後期の終わりにはこの流れが加速し、黒色磨研土器群が北部九州を席巻

していきます。

このように縄文時代は小地域問を基礎に、西日本各地だけでなく朝鮮半島にまで人々

の交流が広がっていたのです。

-大陸や半島との交流一弥生時代

縄文時代に形成された地域間のネットワークは、稲作文化の到来というこれまでの生

活様式や社会構造を一変させる大転換を極めてスムーズに受け入れる下地として機能し

ていきました。

北部九州は、朝鮮半島を経由して大陸から稲作文化がいち早く伝来した地域です。久

留米には、博多湾沿岸より 二日市地峡帯を経て伝わったものと思われます。一方、有明

海沿岸にも朝鮮半島に由来する土器群が数多く出土することから、有明海から筑後川を

遡るルートも朝鮮半島との交流の窓口で、あったことが考えられます。

また、稲作伝来とほぼ時を同じくして、青銅器や鉄器などの新しい文物が積極的に導

入されます。

野口・正福寺遺跡出土鉢形土器 (縄文時代) 安田寺遺跡出土土器群(弥生時代)
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9 仁王丸遺跡(におうまるいせき) 17 古宮遺跡{ふるごういせき)

横道遺跡(よこみちいせき) 10 木塚遺跡、(きづかいせき) 18 御 家古噴出んづかいせき)

E福寺遺跡(しようふくじいせき) 11 中ツブロ遺跡(なかっぶろいせき) 19 塚畑遺跡{っかはたいせき)

4 水洗遺跡{みずあらいいせき) 12 安国寺遺跡(あんこくじいせき) 20 石丸遺跡(いしまるいせき)

5 市 ノ上東屋敷遺跡 {いちのうえひがしゃしきいせき)13 笹井原遺跡{ささいばか吐き) 21 一 ノ左右遺跡(いちのさういせき}

6 市ノ上北屋敷遺跡(いちのうえきたやしきし、せき) 14 東櫛原今寺遺跡(ひがしくしはらいまでらいせき) 22 日渡遺跡(ひわたしいせき)

トJ 久保遺跡(くぽいせき) 15 道 J蔵遺跡(どうぞういせき) 23 ヘボノ木遺跡(へぽのきいせき)

18 良部遺跡(よしづみいぜき) 16 大林遺跡(おおばやしいせき) 24 寺徳遺跡(じとくいせき)



野口遺跡出土 深鉢形土器 (野口式土器)

正福寺遺跡出土 小形脚付深鉢形土器 (坂ノ下式土器)

会
び。

悶文の土器
ぜん省

野口遺跡(山川野口町)からは、前期の

野口式土器が出土しています。これは西九

州に分布する曽畑式土器と轟式土器の中間

に位置付けられるもので、両者からの影響

を受けてつくられたものと考えられます。
.ょうもんじどいぜんき

このことから縄文時代前期における西九州

との密接な関係がうかがえます。次に、正

福寺遺跡(国分町)からの出土品に阿高式

土器、南福寺式土器、坂ノ下式土器があり

ます。また、市ノ上北屋敷遺跡(合川町)

からは船元式土器が出土しています。これ

らは中期の九州を代表する土器です。前者

は東九州を除く九州全域に分布し、特に西

九州に分布の中心があります。後者は瀬戸

内地方を中心として北部九州にまで分布し

ています。後期になると北久根山式土器、

西平式土器、御手洗式土器が出土しますが、

これらは中九州の西側を中心に分布する土

器です。以上のように、九州の人々がお互

いに影響し合い交流しあう様子が、各地の

土器の分布からもうかがえるのです。

♀ : 

b 

d 

船元系土器

中・後期の縄文土器分布範囲図
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いぎょうせっさ

良積遺跡出土 異形石器 (姫島産黒耀石製)

すずおけぎほう

国文の石器

石器の材料として多く使われたもののひ

とつに黒耀石があります。その原産地とし

て著名な大分県の菌賀羊齢らにある信基で

は、海岸の齢員で容易に採集することがで

きます。この石は灰白色をしており、一目

で判断できる特徴的なものです。前期以降、

者萎が増加し、九州だけでなく 中四国地方

でも数多く製品が出土しています。久留米
よしずみいせき

でも良積遺跡(北野町)や正福寺遺跡(国

分町)をはじめとする縄文遺跡から出土し

ています。

佐賀県伊万里市の腰岳中腹から採集され

る東経若は色調が謀議ですが、議く長Ijぎ、取

ると透明度が増します。また、まっすぐに

薄く割れ易いことから、切れ味が鋭く、は

るか旧石器時代から利用されてきました。

縄文時代後期には、このような特徴を生か

して、縦長の薄片を大量に作る技術が広ま

ります。この剥片を素材として、効率的に
せきぞ〈

石鍛が製作されました。その後、弥生時代
正福寺遺跡出土 縦長剥片(鈴橘技法、腰岳黒耀石製) になると青銅器や鉄器が出現しますが、それ

ダ

姫島・腰岳産黒耀石範囲図
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野口遺跡出土 石斧 (蛇紋岩製)

久保遺跡出土 壷・聾(朝鮮半島系無文土器)

良積遺跡他出土挟入石斧・柱状片刃石斧・扇平片刃石斧

良積遺跡他出土 磨製石器(石文、石剣、石倣)

でも石鍛などの石器の材料として重宝されま

した。この石材から製作した石器も、正福寺
いせ曹 にししようじいせき

遺跡や西小路遺跡(東合川町)をはじめとす

る、市内各地から出土しています。

その他、野口遺跡(山川野口町)から出

土した蛇紋岩製の石斧の産地は、大分県佐

賀関半島もしくは長崎県野母崎半島の可能

性が高いとされています。よい材料よい製

品を求めて、北部九州各地と交流する人々

の姿が浮かび上がります。

園生の土器
とうけいむ

久保遺跡(城島町)からは、朝鮮半島系無

文土器が数多く出土しており、半島との密接

な関係がうかがえます。有明海から筑後川を

遡るルートを通じて、交流があったのでしょ

う。同じく筑後川中流域の良積遺跡(北野

町)でも、無文土器の査が出土しています。

さらには、 ィ三宝n遺跡(北野町)では朝鮮半
島系無文土器に特徴的なギ角、把羊}与が出土し

ていることから、筑後川流域でも半島との交

流が盛んであったものと思われます。

園生の石器
縄文時代には石材を打ち欠いて成形して

いましたが(打製石器)、弥生時代には擦

り磨いて仕上げる磨製石器が主流となりま
いね しゅうかく

す。稲を収穫する際に使用する石包丁をは

じめ、樹木を筏議する禾割弱若斧、木材

を加工する在決芹芳若涛ゃ肩平芹761ぎ斧と
いう大陸の影響を受けた磨製石器群が出土

するようになります。

福岡市今山遺跡では、砂岩を材料に太型

蛤刃石斧を製作しており、その製品が久留

米にも流通していました。しかし当地域で

は縄文時代以来の伝統的な打製石器も作ら

れています。石材については黒耀石が主体

ですが、前期末~中期にかけて黒耀石の出

土量が減少する遺跡も見られます。それを

代用するように、石英(メノウの可能性も

ある)を材料に使うようになります。久留
やめぐ ん ほ しの

米で出土する石英の原産地は、八女郡星野

村であるといわれています。
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朝鮮半島系無文土器が出土した主な遺跡

日渡遺跡出土 内行花文鏡(青銅製)

乙ここ 二コ

ーの左右遺跡出土 玉類(ガラス製)

悶生の装飾品・膏銅器

市内でのこれまでの発掘調査からは、

明確にガラスの鋳造を行った遺跡は発見

されていません。しかし、ーお左右這勧

(荒木町)の墓からはガラス製の玉類が

大量に出土しています。近隣では、佐賀
すぐおか も といせ世

県吉野ヶ里遺跡や春日市須玖岡本遺跡に

おいてガラス工房跡が発見されています。

このことから、久留米の周辺地域で生産

され持ち込まれた可能性があります。

一方、日渡遺跡(国分町)で出土した内

行花文鏡は、中国大陸で作られ日本に渡っ

てきた鏡で、有力なクニが入手して久留米

のクニへ配布したものではないかと思われ
せいどう曹 ちゅうぞう

ます。中期になると日本でも青銅器が鋳造

されるようになります。久留米市内では寺

徳遺跡(田主丸町)と新府遺跡(合川町)

で鋳型が見つかっていますが、鋳造工房の

跡などは見つかっていません。今後の発見

に期待したいところです。
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器種 出土遺跡名 種別 器種 出土遺跡名 種別

石核 横道遺跡 黒曜石 磨製石剣 ヘボノ木造跡

剥片 野口遺跡 安山岩 磨製石剣 良積遺跡

尖頭器 水洗遺跡 安山岩 石文 良積遺跡

多久産安山岩原石 柳葉形磨製鍛 新府遺跡

磨製石斧 野口遺跡 蛇紋岩 柳葉形磨製鍛 良積遺跡

長崎産蛇紋岩原石 磨製搬 良積遺跡 黒曜石

磨製石斧 野口遺跡 ι.，-，'ノ末ιム吉』 磨製鍛 良積遺跡 蛇紋岩

環状石器 市ノ上北屋敷遺跡 片岩 柱状片刃石斧 市ノ上北屋敷遺朗

異形石器 良積遺跡 姫島産黒曜石 廟平片刃石斧 市ノ上北屋敷遺跡

剥片 日渡遺跡 水晶 崩平片刃石斧 東櫛原今寺遺跡

石鍬 日渡遺跡 石英 挟入石斧 良積遺跡

石嫉 日渡遺跡 チャート 挟入石斧 東櫛原今寺遺跡

アメリカ鍛 東櫛原今寺遺跡 黒曜石 挟入石斧 大林

トロトロ石器 東烏遺跡 チャート 鋤先 古宮遺跡 鉄器

トロトロ石器 合川町和泉採集 チャート 大型石包丁 良積遺跡 砂岩

十字形石器 良積遺跡 片岩 石包丁 良積遺跡 輝緑凝灰岩

石刀 正福寺遺跡 片岩 石包丁 ヘボ、ノ木 輝緑凝灰岩

大珠 E福寺遺跡 滑石 太型蛤刃石斧 塚畑遺跡 玄武岩

小玉 正福寺遺跡 太型蛤刃石斧 御塚古墳 玄武岩

勾玉 良積遺跡 蛇紋岩か? 輝緑凝灰岩原石 笠置山採集

垂珠 市ノ上北屋敷遺跡 片岩 石英・メノウ 星野川|採集

剥片鍛 正福寺遺跡 黒曜石 ドリノレ 良積遺跡 石英・メノウ

鈴桶型縦長剥片 正福寺遺跡 黒曜石 玉 ーの左右遺跡 ガフス

ツマミ形石器 正福寺遺跡 黒曜石 勾玉 良積遺跡 ガフス

深鉢 千代久遺跡 王 東櫛原今寺遺跡 硬玉 (薪翠か?)

深鉢 野口遺跡 野口式土器 管玉 東櫛原今寺遺跡 碧玉

深鉢 横道遺跡 押型文土器 錨 道蔵遺跡 青銅

脚付深鉢 正福寺遺跡 阿両系土器 錨 市ノ上東屋敷 青銅

浅鉢 正福寺遺跡 南福寺式土器 銅鉱 良積遺跡 青銅

脚付深鉢 正福寺遺跡 北久根山式土器 銅剖iI 良積遺跡 青銅

深鉢 野口遺跡 西平式土器 内行花文鏡 西屋敷遺跡 青銅

深鉢 安田寺遺跡 塞ノ神式土器 内行花文鏡 良積遺跡 青銅

深鉢 安国寺遺跡 轟式土器 方格規矩鳥文鏡 良積遺跡 青銅

深鉢 安国寺遺跡 船元式土器 伯製鏡 良積遺跡 青銅

深鉢 市ノ上北屋敷遺跡 船元式土器 内行花文鏡 日渡遺跡 青銅

聾 久保遺跡 朝鮮系無文土器 小型妨製鏡鋳型 寺徳遺跡 石英長石斑岩

長頚査 久保遺跡 朝鮮系無文土器 大型管玉 良積遺跡 碧玉

査 久保遺跡 朝鮮系無文土器 管玉 良積遺跡 碧玉

牛角把手 仁王丸遺跡 朝鮮系無文土器 勾宝 良積遺跡 菊翠

宣宅謹[ 良積遺跡 朝鮮系無文土器 銅矛 石丸遺跡 青銅

丹塗聾 安国寺遺跡 須玖式土器 細形銅剣 塚崎貝塚御廟塚 青銅

丹塗高杯 安国寺遺跡 須玖式土器 細形銅剣 青銅

丹塗器台 安国寺遺跡 須玖式土器 銅矛 秋葉神社所蔵 青銅

小査 木塚遺跡 板付式土器 鐘崎式土器 正福寺遺跡 鉢形土器

磨製石剣 東櫛原今寺遺跡 マq叶』、正ιuゴ 石鯨 二瀦町採集 黒曜石

磨製石剣 石丸遺跡 頁岩 石鍛 コ瀦町採集 安山岩


